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平
成
十
六
年
度
施
政
方
針
（
市
政
基
調
） 

「
輝
く
市
民
　
元
気
な
ま
ち
」
を
め
ざ
し 

 
　
美
し
い
ま
ち
　
活
力
あ
る
ま
ち
　
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
加
西
」
の
実
現
へ 

　
広
報
か
さ
い
特
集
号
は
、
去
る
三
月
一
日
（月）
、
第
一
九
八
回
加
西

市
議
会
定
例
議
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
柏
原
市
長
が
発
表
し
た
平
成

十
六
年
度
施
政
方
針
と
三
月
ニ
十
四
日
（水）
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た

平
成
十
六
年
度
予
算
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。 

　
加
西
市
は
市
制
３７
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
今
や
成
熟

期
を
迎
え
よ
う
と
す
る
都
市
へ
と
発
展

し
て
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
的

に
は
北
朝
鮮
問
題
や
中
東
問
題
な
ど
非

常
に
緊
迫
し
た
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
動
き
と
し
て

は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
１８
年
ぶ
り
の
優

勝
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
、
景
気
の

回
復
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
は
、
国

の
構
造
改
革
特
区
認
定
を
契
機
と
し
て
、

加
西
南
・
東
両
産
業
団
地
へ
の
相
次
ぐ

企
業
進
出
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や

雇
用
の
創
出
に
も
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
補

助
金
の
廃
止
・
地
方
交
付
税
の
削
減
・

税
源
移
譲
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
国

の
平
成
１６
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
構
造

改
革
や
地
方
分
権
も
進
展
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
と
し
て

は
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
２１
世
紀
発
展
の
基
盤
を
確
立

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 



市政展開の六本柱 

　
私
は
、
２１
世
紀
初
頭
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
就
任
以
来
、
所
信
表
明
に
お

い
て
、
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
家
族
、
隣
人
そ
し
て
友
人
た

ち
が
こ
ぞ
っ
て
幸
せ
に
生
き
る
喜
び
と

明
日
へ
の
希
望
に
輝
く
生
活
が
実
現
で

き
る
ふ
る
さ
と
加
西
の
未
来
を
築
く
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
、「
輝

く
市
民
　
元
気
な
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、

１６
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
の
下
、
市
民
の
暮
ら
し
と
生

命
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

　
そ
の
第
１
は
、
あ
ふ
れ
る
自
然
や
景

観
を
守
り
生
か
し
な
が
ら
、
人
の
あ
た

た
か
さ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ

る
「
美
し
い
ま
ち
　
加
西
」
、
第
２
は
、

市
民
が
い
つ
も
い
き
い
き
と
し
て
輝
き
、

元
気
で
頼
も
し
く
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ

る
「
活
力
あ
る
ま
ち
　
加
西
」、そ
し
て
第

３
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
貴
重
な

資
源
や
財
産
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
磨
き

を
か
け
た
自
信
と
誇
り
に
あ
ふ
れ
る
「
全

国
に
誇
れ
る
ま
ち
　
加
西
」
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
主
役
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
前
向
き
の

姿
勢
で
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
加
西
」
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。 

 

　
景
気
低
迷
や
予
測
さ
れ
る
地
方
財
政

改
革
等
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
財
政
事

情
の
下
で
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
昨

年
策
定
し
ま
し
た
財
政
再
建
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の

事
務
事
業
の
厳
選
と
職
員
の
意
識
・
仕

事
改
革
を
進
め
、
ま
た
、
効
率
的
・
効

果
的
な
予
算
配
分
と
最
大
限
の
効
果
が

発
揮
で
き
る
よ
う
な
執
行
に
努
め
、
財

政
再
建
と
市
民
参
画
に
よ
る
安
全
・
安

心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。 

  

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
、
各
分
野
に
わ

た
る
次
の
６
つ
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

１　医療・保健・福祉を一体化し、それを高める行政の推進 

２　保育、学校教育の総合的な充実を図ることによる、幼児や青少年の健や

　　かな育成 

３　新しい文化の創造、スポーツの振興、市民レベルの国際交流の推進 

４　商工業・農業・観光業の再生による、地域経済活性化への取り組み 

５　環境や防災面に配慮し、市民が安心して暮らせる安全な都市基盤づくり 

６　地方分権を推進し、たゆまざる行財政改革の断行 

市政展開の六本柱 



市　　　税 
58億4,269万円 

そ　の　他 
22億4,832万円 

繰　入　金 
7億4,148万円 

　県支出金 
7億8,094万円 

諸　収　入 
22億9,094万円 

地方交付税 
42億4,000万円 

国庫支出金 
11億5,053万円 

市　債 
22億510万円 

公　債　費 
33億3,937 円万円 円 

費 
万円 

費公　債　費 
33億 03,910万円万円 

円 

 
万円 

費 
0万円 

と　市民参画による財政再建と　市民参画による 
心　で魅力あるまちづくり安全・安心　で魅力あるまちづくり 
と　市民参画による財政再建と　市民参画による 
心　で魅力あるまちづくり安全・安心　で魅力あるまちづくり 
と　市民参画による 
心　で魅力あるまちづくり 

（福祉や教育、環境・衛生など、
　行政運営の基本的な会計） 　平成１６年度予算が、市議会３月定

例会で議決されました。予算総額は、
４４８億８,３６５万円です。 
 
　長引く景気低迷により歳入の根幹
をなす市税の持ち直しは期待できな
いうえに、国の三位一体の改革によ
る地方交付税の見直し及び補助金の
削減が進められたため、平成１６年度
は従来にも増して厳しい状況での予
算編成となりました。 
 
　また、今年度は財政再建推進計画
策定後はじめての予算編成であり、
歳出については計画の内容及び事務
事業評価等を踏まえ大幅に事業の見
直しを図り、さらには各課の予算要
求額に上限を設ける「枠配分」を導入
することで、経常経費（事務管理費や
維持費など毎年固定して支出される
経費）を前年度比で５％削減しました。 

会　計　名 

有線放送電話特別会計 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

公園墓地整備事業特別会計 

予　算　額 

4,410万円 

39億9,300万円 

26億1,800万円 

47億3,510万円 

1,200万円 

会　計　名 

水道事業会計 

下水道事業会計 

病院事業会計 

農業共済事業会計 

予　算　額 

18億8,409万円 

54億8,062万円 

64億5,118万円 

1億6,556万円 

特別会計　１１４億２２０万円 
（前年度比　４.２％増） 

企業会計　１３９億８,１４５万円 
（前年度比　２０.４％減） 

介護保険や国民健康保険など特定の事
業に限り、一般会計とは区別した会計 

病院、上下水道など、企業経営
という観点を取り入れた会計 

〈歳入〉 

平成16年度
当初予算について
平成16年度
当初予算について

  



　
7億

国
11億

22

諸支出金 
11億2,797万円 

そ　の　他 
19億4,463万円 

公　債　費 
33億3,937万円 

民　生　費 
40億9,308万円 

公　債　費 
33億3,937万円 

衛　生　費 
26億5,563万円 

総　務　費 
18億5,620万円 

教　育　費 
16億3,690万円 

土　木　費 
16億3,213万円 

農林水産業費 
12億1,409万円 

公　債　費 
33億3,910万円 

人　件　費 
39億8,029万円 

そ　の　他 
11億5,837万円 普通建設事業費 

14億9,238万円 

扶　助　費 
19億8,478万円 

貸　付　金 
20億3,382万円 

物　件　費 
25億2,807万円 補助費等 

29億8,319万円 

公　債　費 
33億3,910万円 

財政再建と　市財政再建と　市民参画による 
安全・安心　で安全・安心　で魅力あるまちづくり 
財政再建と　市財政再建と　市民参画による 
安全・安心　で安全・安心　で魅力あるまちづくり 
財政再建と　市
安全・安心　で

（福
　行

〈歳出（目的別）〉 

〈歳出（性質別）〉 

  ● 民生費 
　高齢者・障害者・子どもの福祉に使われる経費 
  ● 公債費 
　借金の返済や利子の支払いにあてる経費 
  ● 衛生費 
　健康の保持増進のための保健衛生事業、ごみ処理などの
　環境衛生事業などの経費 
  ● 総務費 
　戸籍、徴税、選挙、広報・広聴、環境保全などの経費 
  ● 教育費 
　学校施設、公民館、図書館、スポーツ振興などの経費 
  ● 土木費 
　道路や公園、市営住宅などの維持管理、再開発や緑化な
　どの都市計画事業などの経費 
  ● 農林水産費 
　農地保全や農業振興、山林の管理等にあてる経費 
  ● 諸支出金 
　公社貸付金や基金への積立にあてる経費 
  ● その他 
　消防、労働福祉、商工業の振興、市議会の運営などの経費 

  ● 人件費 
　議員・職員の給与などにあてる経費 
  ● 公債費 
　借金の返済や利子の支払いにあてる経費 
  ● 補助費等 
　各種団体や企業会計等への補助金 
  ● 物件費 
　他の項目に該当しない行政経費 
  ● 貸付金 
　産業振興や住宅建設促進等のために貸し付ける経費 
  ● 扶助費 
　高齢者・児童福祉・生活保護等の制度に基づき支払う経費 
  ● 普通建設事業費 
　道路・公営住宅・ごみ処理施設等の新増設等にかかる経費 
  ● その他 
　施設の維持補修に係る経費や基金への積立金など 

  ● 市税 
　市民税（個人・法人）、固定資産税、都市計画税、市たばこ税、
　軽自動車税など 
  ● 地方交付税 
　地方自治体が一定水準の行政サービスを保てるよう国から
　交付される国税の一部 
  ● 諸収入 
　預金利子、貸付金の返済収入など 
  ● 市債 
　建設事業などの財源にするための長期借入金 
  ● 国庫・県支出金 
　国・県からの補助金など 
  ● 繰入金 
　財源調達などのため、基金（市の貯金）を取り崩したもの 
  ● その他 
　施設の使用料、住民票の手数料など 

用語説明 
≪歳入≫

≪歳出（目的別）≫

≪歳出（性質別）≫

一般会計　195億円 
（前年度比　1.1％増） 
一般会計　195億円 
（前年度比　1.1％増） 

４４８億８,３６５万円 
（前年度比　６.１％減） 

平成１６年度 
当初予算総額 
平成１６年度 
当初予算総額 



１００００ １００００ 

１００００ １００００ 

目的別

性質別

民　生　費 

教　育　費 

そ　の　他 

人　件　費 

貸　付　金 

公　債　費 

土　木　費 

公　債　費 

扶　助　費 

衛　生　費 

農林水産業費 

補　助　費　等 

普通建設事業費 

総　務　費 

諸　支　出　金 

物　件　費 

そ　の　他 

７９,６７８円 

３１,８６５円 

３７,８５６円 

７７,４８３円 

３９,５９２円 

６５,００６円 

３１,７７２円 

６５,００１円 

３８,６３５円 

５１,６９６円 

２３,６３４円 

５８,０７３円 

２９,０５２円 

３６,１３４円 

２１,９５８円 

４９,２１３円 

２２,５５０円 

目的別

性質別

〈一般会計〉 市民一人当りの予算額 

平成１６年２月２９日現在　人口　５１,３７０人 

約38万円（３７９,５９９円） 



財政再建推進計画の実施状況について 
 （平成16年度予算編成時点検） 

●再建推進計画の定期点検 
　　平成１５年１０月、本市において財政再建推進計画を策定しましたが、この計画では
　１年に２回、新年度予算編成時（第１次点検）及び決算確定処理時（第２次点検）に点検
　を行うこととなっています。 

●見直しによる効果額 
　　平成１６年度予算編成時での点検を行ったところ、人件費（６,３００万円）、農林漁業資
　金繰上償還（３,９００万円）等により５年間合計で３億４００万円の追加改善があり、平成１６年
　度予算編成時での改革改善予定額は５年間合計で３０億３,３００万円となりました。 

　 年 　 度 　  
計 画 策 定 時  
追加改善予定額 
16年度予算編成時 

Ｈ15 
238 
27 
265

Ｈ16 
453 
156 
609

Ｈ17 
611 
32 
643 

Ｈ18 
746 
41 
787 

合　計 
2,729 
304 
3,033 

Ｈ19 
681 
48 
729 

●三位一体の改革による影響 
　　国の進める三位一体の改革によって、市が見込む改善額以上の歳入減が生じていま
　す。再建団体への転落阻止と本計画の推進を今まで以上に図るには、行政と市民の皆
　さんの英知を結集し、更なる行財政運営の見直しが必要となっています。 

国や県の補助金（公立保育所の運営補
助で１億円、介護保険の事務費補助で１,
６００万円など）がなくなりました。 

地方に税源移譲を行うため、国は所得
税の一部を各市町の人口規模に応じて
配分を行うとともに、税制改正により
配当割交付金等が設置されました。 

財政再建推進計画の実施状況について 
 （平成16年度予算編成時点検） 

≪改革改善予定額≫ 

影響額　△５億６,０００万円（平成１６年度分） 

追加額　３０億３,３００万円（５年間計） 

国・県の補助金の削減 
１億２,６００万円減少 

国から地方への税源移譲等 
１億８,７００万円増加 

国は地方へ配分する交付税総額を大幅
に削減しました。交付税で３億４,５００
万円の減、臨時財政対策債で２億７,６０
０万円の減を見込んでいます。 

交付税制度の改革 
６億２,１００万円減少 

（百万円） 
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療
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療
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緩和ケアの充実 　　　　　　１,０００
　がんや難治性の病気と診断された
　方の、精神的、肉体的苦痛を院内
　の専門化した緩和ケアチームが援
　助や支援を行っていく治療をさら
　に充実。 
 
医療機器の整備事業　　　　５３,０００
　 
特別保育事業の整備　　　　４５,０８２
　乳児保育事業、一時保育事業、障
　害児保育事業、延長保育事業等の

　支援サービスの充実し、安心して子
　育てのできるサービスを提供する。 
 
児童手当の支給事業　　　　３６７,２０６
　児童手当の支給対象を小学校入学
　前までから小学校3年生までに拡大。 
  
教育情報推進事業　　　　　３０,９９３
　小中養護学校のコンピュータを教
　育に生かし、学力向上のための環
　境を整備。 
 

ＩＴ教育指導補助員推進事業　４,５６２
　小中養護学校のパソコン教室での
　情報教育及び学校ホームページ作
　成をサポート。 
　 
学校園施設改修事業　　　　２６,０５０
　 
パソコン教室整備事業　　　　６,２００
　西在田及び宇仁小学校のパソコン
　教室に空調設備の設置と、パソコ
　ン増設予定校の電源工事を行う。 
 

　
安
心
し
て
生
活
で
き
る
健
康
づ

く
り
を
基
本
に
、
生
涯
に
わ
た
る

健
康
づ
く
り
の
推
進
・
地
域
福
祉

の
推
進
・
地
域
福
祉
を
支
え
る
基

盤
整
備
を
中
心
と
し
て
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
こ
れ

ら
に
係
る
社
会
保
障
制
度
等
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

　
医
　
　
療 

  

　
加
西
病
院
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
加
西

市
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
を

め
ざ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
を

充
実
さ
せ
、
経
営
基
盤
を

確
立
し
、
高
度
医
療
、
救

急
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
１６
年
度
か
ら
院
内
の
案

内
や
入
院
患
者
さ
ん
の
話

し
相
手
な
ど
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
育
成

を
行
い
、
患
者
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
体
制
の
整
備
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
や

難
治
性
の
病
気
と
診
断
さ

れ
た
患
者
さ
ん
の
精
神
的
、
肉
体

的
苦
痛
を
緩
和
ケ
ア
す
る
た
め
の

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
良
好
な
入

院
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
　
昨
年
、
加
西
病
院
が
厚
生
労

働
省
の
臨
床
研
修
病
院
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
ス
タ

ッ
フ
を
抱
え
た
、
活
力
あ
る
一
般

急
性
期
病
院
と
し
て
発
展
し
て
い

く
基
盤
が
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た

西
館
、
中
央
館
、
感
染
症
病
棟
の

増
改
築
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に

よ
り
、
入
院
患
者
さ
ん
の
療
養
環

境
が
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
最
新
式
の
医
療
機
器

や
オ
ー
ダ
リ
ン
グ･

電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
り
、
病
気

の
早
期
発
見･

早
期
治
療
や
医
療

安
全
の
推
進
、
経
営
の
効
率
化
に

取
り
組
み
ま
す
。 
  

　
健
康
づ
く
り 
 

　
「
健
康
か
さ
い
２１
」の
計
画
に
基

づ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
あ
っ
た
、
疾
病
予
防
を

重
視
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。 

 

　
母
子
保
健
対
策 

 

　
少
子
化
や
核
家
族
の
進
行
に
よ

り
、
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
母
親
が
増
加
し
て
い
る

た
め
、
健
康
診
査
・
家
庭
訪
問
・

す
く
す
く
相
談
窓
口
の
設
置
等
従

来
の
施
策
に
加
え
、
保
育
園
児
と

母
親
を
対
象
に
、
毎
日
の
食
生
活

に
関
心
を
持
ち
、
考
え
て
食
べ
る

力
や
楽
し
く
良
い
食
習
慣
を
つ
け

る
「
食
育
」
学
習
を
進
め
、
子
ど

も
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
、
健
や
か
な
加
西
っ

子
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

　
成
人
保
健
対
策 

 
　
生
活
習
慣
病
等
を
早
期
に
発
見

す
る
健
診
を
実
施
し
、
さ
ら
に
そ

 



介護保険の市町村特別給付の実施　
　　　　　　　　　　　　　　３,７８０
　在宅の要介護４・５の方を対象に、
　経済的負担の軽減を図り、療養生
　活の安定と福祉の増進を目的に導
　入した「おむつ」の支給を一般施策
　とあわせて継続実施。 
 
障害者等居宅生活支援事業の充実　
　　　　　　　　　　　　　４９,３６９
　障害者等が地域で安心して暮らせ
　る福祉サービスの整備・充実を図る。 

幼児の楽しい食育教室　　　　　１００
　子どもたちの心と身体の健康の基
　礎である毎日の食生活を振り返り
　ながら、保育園児とその保護者が、
　栄養士や保健師と一緒に楽しくバ
　ランス食について学習する機会を
　設ける。 
 
家族介護者教室の充実　　　　　２２２
　介護者の相談窓口となっている在
　宅介護支援センター等と連携を図
　り、教室への参加呼びかけをする

　とともに、介護者が参加しやすい
　よう、地域の在宅介護支援センタ
　ーでも教室を開催。 
 
院内案内ボランティア配置事業　４５０
　患者に分かりにくい検査場所の案
　内や診察受付の補助、入院患者の
　介助などを行うボランティアの募
　集・育成を行い患者サービスの向
　上を図り、あわせて病院事業への
　理解を深める。 
  

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
市
民
自
ら

健
康
管
理
や
健
康
増
進
を
実
践
す

る
機
会
や
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
や

運
動
普
及
推
進
員
の
会
で
あ
る「
い

ず
み
会
」
や
「
ゆ
う
ゆ
う
会
」
を
中

心
に
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
主
体

の
健
康
づ
く
り
を
広
め
、
生
活
習

慣
病
予
防
の
一
層
の
推
進
を
図
り

ま
す
。 

 

　
高
齢
者
対
策 

 

　
閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
防
止
の
た

め
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
涯
現
役
で
市
民
参
画
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
活
動
や
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
対
し
て

支
援
を
行
う
と
同
時
に
、
要
介
護

状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
を
図
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
家
族
の
心
身
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
家

族
介
護
教
室
事
業
に
つ
い
て
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
参
加
し
や
す
い
体
制

を
つ
く
り
、
介
護
家
族
者
の
一
層

の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

　
保
　
　
健 

 

　
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
民
皆
保
険
体
制
の
基

盤
を
な
す
制
度
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
、
超

高
齢
化
社
会
を
目
前
と
し
て
医
療

保
険
制
度
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
営
状
況

が
厳
し
い
中
、
国
保
事
業
の
指
針

で
あ
る
加
西
市
国
民
健
康
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
収
納
対
策
の

強
化
に
よ
る
保
険
税
の
増
収
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
保
健
事
業
の

推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
安
定
的

な
国
保
運
営
に
努
め
ま
す
。 

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
２
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
が
１５
年
度
か
ら
順
調
に
滑
り
出

し
ま
し
た
。
今
後
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
と
と
も
に
質
の
向

上
を
重
点
に
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
ケ

ア
体
制
と
し
ま
し

て
問
題
発
生
か
ら

相
談
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
い
た
る
ま

で
の
高
齢
者
の
介

護
・
医
療
・
保
健

に
関
す
る
総
合
相

談
や
苦
情
処
理
窓

口
と
し
て
、
基
幹

型
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
図
り
、
要
援

護
高
齢
者
等
の
福
祉
の
充
実
・
向

上
を
図
り
ま
す
。 



保
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学
校
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的
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保
育
、
学
校
教
育
の
総
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的
な
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
る
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な
育
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　開設。 
　 
いきいき学校応援事業　　　　１,９２０
　学校支援ボランティアや「ふるさと
　の先輩」を学校に招き、児童生徒の
　生き方に資すと共に地域住民の「参
　画と協働」による教育活動を推進。 
 
ヤングアドバイザー事業　　　２,５００
　市内4中学校にスクールカウンセラ
　ーを配置し、問題行動や不登校生
　の対応にあたる。 

就学援助費補助事業　　　　１７,６７７
　要保護、準要保護児童生徒に継続
　して補助事業を行う。 
 
預かり保育事業　　　　　　　３,８６０
　市内3幼稚園（北条、九会、日吉）で
　実施。 
 
賀茂幼児園創設　　　　　　　　　
　保育所の現行施設を活用して保育
　所児及び幼稚園児の合同保育を実
　施。 

就学就園奨励事業　　　　　　１,０４０
　特殊教育就学及び私立幼稚園へ就
　園する児童生徒のために、継続し
　て補助事業を実施。 
 
学校・園内不審者侵入対策事業    ４４７
　小学校新1年生の防犯ブザー購入時
　に半額の補助をする。教室と保健
　室に防犯ベルを設置し、幼稚園に
　は催涙スプレーを配布。 
 
 

 

　
障
害
者
福
祉 

 
　
１５
年
度
に
見
直
し
、
新
た
に
策

定
し
た
新
障
害
者
福
祉
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
今
後
、
各
種
施
策
を

実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
施
行
２
年
目
と
な
る
支

援
費
制
度
に
つ
い
て
は
、
円
滑
に

実
施
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
普
及

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
確
実
に
提
供
さ
れ

る
よ
う
、
き
め
細
か
な
情
報
提
供

や
相
談
活
動
に
努
め
ま
す
。 

                    

                                 

 

　
人
　
　
権 

 

　
加
西
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関

す
る
推
進
指
針
に
従
い
、
職
員
の

人
権
に
関
す
る
研
修
を
深
め
て
人

権
尊
重
の
行
政
を
進
め
、
ま
た
、

市
民
や
団
体
等
と
の
参
画
と
協
働

を
推
進
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
と
機
会

を
捉
え
て
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
あ
ら
ゆ

る
偏
見
や
差
別
の
な
い
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
明
る
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

　
将
来
の
加
西
市
の
担
い
手
づ
く

り
の
た
め
、
急
激
に
変
化
す
る
社

会
に
対
応
で
き
る
能
力
を
培
う
教

育
の
充
実
の
ほ
か
、
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
や
女
性
が
一
層
い
き
い

き
と
輝
き
活
動
で
き
る
環
境
づ
く

り
等
を
通
じ
、
家
族
の
強
い
絆
、

や
す
ら
ぎ
と
あ
た
た
か
さ
の
あ
る

地
域
社
会
の
中
で
人
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。 

 

　
幼
児
教
育
・
児
童
福
祉 

 

　
異
年
齢
交
流
を
含
め
、
子
育
て

の
一
貫
性
と
合
同
保
育
に
よ
る
教

育
力
の
向
上
を
め
ざ
す
賀
茂
幼
児

園
を
創
設
し
、
よ
り
一
層
の
就
学

前
保
育
・
教
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象

を
拡
大
し
、
少
子
化
や
多
様
な
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
障
害
を
持
つ
児
童
等
に
対
す

る
教
育
や
、
療
育
事
業
の
推
進
、

児
童
虐
待
防
止
等
、
子
ど
も
へ
の

支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。
さ
ら

に
今
年
度
は
北
条
東
小
学
校
に
加

え
、
九
会
小
学
校
で
も
学
童
保
育

を
推
進
し
ま
す
。 

 



学校耐震診断の実施　　　　　４,８００
　昭和56年以前の基準で設計されて
　いる建築物は、現在の耐震基準に
　合致しないことから、16年度より
　計画的に耐震診断を実施。 
  
小学校での外国人講師による英語指
導の実施　　                        ２,８００
　コミュニケーションを中心とした
　英語指導を導入。 
  
外国人英語指導助手の配置     ２１,２１７ 

　外国人英語指導助手を各中学校に1
　名ずつ継続して配置。 
 
ワッショイ・スクール推進事業　４６１
　不審者に対応するため、地域の方
　に学校に来ていただき、校地内及
　び学校の周りを巡回する。また、
　学校評議員を学校に招き、課題等
　について意見を聞き、学校の活性
　化を図る事業を推進。 
 
トライやる・ウィークの実施　３,１４５

　中学2年生を対象に1週間、地域社
　会で体験活動を行う。 
　 
自然学校の実施　　　　　　　７,８４０
　小学校5年生及び養護学校の小学部
　高学年、中学部生徒を対象に1週間
　の自然学校を実施。 
 
不登校対策事業　　　　　　　２,０３０
　不登校児童生徒を減少させるため、
　相談事業を実施するとともに、適応
　指導教室を継続して教育研修所で

 

　
学
校
教
育 

 
　
幼
・
小
・
中
・
養
護
学
校
に
お

い
て
新
学
習
指
導
要
領
の
下
、
ゆ

と
り
の
中
で
地
域
に
根
ざ
し
た
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
新
学
習
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

少
人
数
学
級
の
活
用
等
日
常
の
き

め
細
か
い
指
導
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
基
礎
・
基
本
を
確
実
に

身
に
つ
け
さ
せ
、
自
ら
学
び
自
ら

考
え
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
、
体
験

的
な
活
動
を
通
じ
て「
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
、
保
護
者
や
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
・
園
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
情
報
教
育
に
関
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
情
報
化
の
モ
ラ
ル
等

に
も
留
意
し
て
、
正
し
く
安
全
な

利
活
用
も
指
導
し
ま
す
。 

　
心
の
教
育
に
関
し
て
は
、
内
面

に
根
ざ
し
た
道
徳
教
育
な
ど
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
然
学

校
や
中
学
生
の
社
会
体
験
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕

活
動
、
読
書
活
動
を
推
進
し
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
み
ま
す
。 

　
ま
た
、
生
徒
指
導
に
あ
っ
て
は
、

人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
に
基
づ
く
生

徒
指
導
を
徹
底
し
て
行
い
、
問
題

行
動
や
不
登
校
の
解
消
・
軽
減
に

向
け
て
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
教
育
研
修
所
等
で
の

相
談
活
動
、
適
応
教
室
を
充
実
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
気
軽
な
悩
み
相

談
や
学
習
相
談
の
た
め
の
ヤ
ン
グ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
、

中
学
生
の
心
の
安
定
を
図
り
ま
す
。 

　
幼
小
、
小
中
、
中
高
の
連
携
を

密
に
し
、
青
少
年
の
成
長
を
連
続

し
て
と
ら
え
、
一
貫
し
た
教
育
の

充
実
を
推
進
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な

発
達
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
外
に

お
け
る
体
育
・
健
康

に
関
す
る
指
導
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、

心
の
健
康
、
肥
満
児

対
策
や
Ｏ
｜ 
157
対
策

等
と
あ
わ
せ
て
、
食

育
の
充
実
を
図
り
、

た
く
ま
し
い
体
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
健
や
か
な
青
少
年

の
育
成
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
様
々

な
活
動
の
場
の
拡
大
、

家
庭
教
育
を
支
援
す

る
施
策
の
強
化
や
地

域
の
活
性
化
、
青
少

年
の
環
境
浄

化
運
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。 

 

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

富
田
小
学
校
プ
ー
ル
改
修

工
事
や
賀
茂
小
学
校
体
育

館
屋
根
工
事
、
泉
幼
稚
園

下
水
道
対
応
工
事
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
昭

和
５６
年
以
前
の
基
準
で
設

計
さ
れ
て
い
る
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
１６
年
度
か
ら

順
次
計
画
的
に
耐
震
診
断

を
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の

安
全
対
策
と
し
て
「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
」を
充
実
拡
大
し
、
幼
稚
園
・

小
学
校
へ
の
防
犯
ベ
ル
の
設
置
、

教
職
員
の
笛
や
防
犯
ス
プ
レ
ー
の

所
持
、
新
１
年
生
が
持
つ
防
犯
ブ

ザ
ー
購
入
へ
の
助
成
、
防
犯
訓
練

や
研
修
の
実
施
な
ど
学
校
の
安
全

管
理
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
学
校
・

園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
そ
の
拠
点
と
な
る

べ
き
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
の
充

実
強
化
を
図
り
ま
す
。 



勤労者住宅資金融資　　　　３１２,０００
　新増築購入資金を低利で融資。 
   
中小企業事業資金融資利子補給　１５,８３７
　中小企業事業資金借入者に利子の
　一部を補給し、資金融資を支援。 
  
産業振興促進奨励金の交付　　９,９００
　進出企業並びに市内中小企業に奨
　励金を交付し、優良企業の誘致と
　市内産業の活性化を図る。 
  

中心市街地活性化事業(TMO)　２,７００
　御用聞き事業、空き店舗利用促進事  
　業等、中心市街地の活性化を目的と
　して行われるTMO事業を支援。 
  
観光事業　　　　　　　　　　８,５５３
　市民参画による加西サイサイ祭り
　やさつき展・盆栽展を開催。 
 
長石道標の設置　　　　　　　　４００
　長石で作った道標を市内のハイキ
　ングコースに設置。 

猪害防護柵設置事業　　　　　１,６５０
　猪害被害の著しい地域に防護柵を
　設置し、農作物の保護を行う。 
  
水稲損害防止事業　　　　　　　４２０
　スクミリンゴ貝（ジャンボタニシ）
　の水稲食害防止のため、一斉駆除
　に取り組む農会に対して薬剤の一
　部を補助。 
 
 
 

　
新
し
い
文
化
の
創
造
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

　
新
し
い
文
化
の
創
造
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、 

　
　
　
　
　
　
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
推
進

　
　
　
　
　
　
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
推
進 
　
新
し
い
文
化
の
創
造
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、 

　
　
　
　
　
　
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
推
進 

　
市
民
交
流
に
よ
る
多
種
多
様
な

文
化
・
芸
術
活
動
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
や
市
民
主
体
の
国
際
交
流

に
よ
り
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
、
そ

し
て
楽
し
さ
が
実
感
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

 

　
生
涯
学
習 

 

　
公
民
館
活
動
や
市
民
教
養
講
座

等
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

多
彩
な
企
画
や
運
営
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
と
家
庭
、
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
く
社
会
環
境
を
日
常
的
な
も

の
と
す
る
施
策
の
充
実
を
図
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
開
館
以
来
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
新
図
書

館
が
、
よ
り
一
層
市
民
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
図

書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

 

　
芸
術
・
文
化 
 

　
全
国
へ
発
信
す
る
第
１５
回
「
花

の
美
術
大
賞
展
」
、
芸
術
と
文
化

を
愛
好
す
る
市
民
の
発
表
の
機
会

と
し
て
、
加
西
市
文
化
祭
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
芸
術
・

文
化
活
動
推
進
の
た
め
、
文
化
連

盟
な
ど
を
支
援
し
、
文
化
の
香
り

高
い
市
民
生
活
の
醸
成
に
努
め
ま

す
。 

 

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用 

 

　
玉
丘
史
跡
公
園
「
根
日
女
ロ
マ

ン
の
郷
」
に
お
い
て
、
引
き
続
き

施
設
を
利
用
し
た
ソ
バ
、
勾
玉
・

石
器
・
埴
輪
づ
く
り
な
ど
の
歴
史

的
体
験
学
習
を
実
施
し
、
文
化
財

や
郷
土
の
歴
史
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文

化
財
の
保
存
や
保
護
に
努
め
、
伝

統
文
化
の
継
承
・
発
展
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

 

　
会
員
制「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
」

を
市
内
全
校
区
で
立
ち
上
げ
る
と

と
も
に
、
本
市
出
身

の
大
谷
武
一
氏
が
制

定
委
員
の
一
人
で
あ

る
ラ
ジ
オ
体
操
の
一

層
の
奨
励
や
「
加
西

ロ
マ
ン
の
里
　
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
の
交

流
や
体
力
づ
く
り
を

推
進
し
、
元
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
第
３７
回
市

体
育
大
会
や
本
市
で

は
１７
回
目
と
な
る
兵

庫
県
郡
市
区
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
を
引
き

続
き
開
催
す
る
ほ
か
、

平
成
１８
年
度
兵
庫
国

 



 放課後児童対策の推進（学童保育）　
　　　　　　　　　　　　　　８,９３０
　北条東小学校・九会小学校で夏休
　み等の長期休暇の開設も含めた学
　童保育を小学校の余裕教室で実施。 
 
文化財体験講座等の開設　　　　１０３
　玉丘史跡公園の活用事業として石
　器、埴輪、綿工芸及びソバづくり
　等の文化財体験講座と体験田の活
　用を図る。 
 

国・県指定建造物修理事業等に係る
市随伴補助　　　　　　　　３１,４６７
　国重要文化財一乗寺本堂半解体修
　理及び県指定文化財酒見寺鐘楼修
　理等に国・県とともに補助。 
 
第15回花の美術大賞展　　　６,３００
　 
兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会の開催
　　　　　　　　　　　　　　１,８９０
　 
のじぎく兵庫国体への取り組み　２,３６３

　「のじぎく兵庫国体加西市実行委員
　会」を中心に、その準備と啓発に努
　める。 
 
全国高等学校軟式野球選手権大会兵庫
大会の開催 
　全試合を加西球場で開催し、軟式
　野球を通じて国体の啓発に努める。 
 
中小企業事業資金融資　　　６１０,０００
　運転・設備資金を低利で融資する
　ことにより、事業活動を支援。 

体
の
開
催
に
向
け
て
昨
年
設
立
し

た
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
加
西
市

実
行
委
員
会
」で
準
備
を
進
め
ま
す
。 

 

　

市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流 

 

　
加
西
市
都
市
親
善
友
好
協
会
と

連
携
し
、
市
内
で
働
く
外
国
人
の

方
々
の
日
常
生
活
に
不
便
を
き
た

さ
な
い
よ
う
そ
の
支
援
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
市
民
参
画
に
よ
る

日
本
語
ク
ラ
ス
や
外
国
語
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
を
通
し
て
日
本
語
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援
を

図
り
、
互
い
に
共
生
で
き
る
市
民

の
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。 

 

　
ま
た
、
引
き
続
い
て
友
好
都

市
で
あ
る
米
国
プ
ル
マ
ン
市
と
の

親
善
交
流
を
は
じ
め
、
市
内
各
種

団
体
が
民
間
レ
ベ
ル
で
行
う
活
発

な
交
流
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、

国
際
社
会
に
対
応
し
た
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
全
小
学
校
に
お
け

る
英
語
活
動
等
を
進
め
、
小
学
生

の
頃
か
ら
外
国
語
や
外
国
の
文
化

に
触
れ
、
国
際
感
覚
に
慣
れ
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

商
工
業
・
農
業
・
観
光
業
の
再
生
に
よ
る
、

商
工
業
・
農
業
・
観
光
業
の
再
生
に
よ
る
、 

　
　
　
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み 

商
工
業
・
農
業
・
観
光
業
の
再
生
に
よ
る
、 

　
　
　
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み 

　
産
業
全
般
に
お
い
て
国
際
的
な

競
争
力
の
強
化
が
叫
ば
れ
る
中
、

市
内
商
工
業
の
高
度
化
と
高
付
加

価
値
化
を
促
進
し
、
産
業
団
地
に

は
「
産
業
集
積
特
区
」
を
有
効
に

活
用
し
て
優
良
な
情
報
・
医
療
関

連
企
業
や
健
康
産
業
の
誘
致
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農

業
や
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性

化
を
図
り
、
活
力
あ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

  

          

　
農
林
業
の
振
興 

 
　
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給

と
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
を
築
く
た
め
、
水
田
農
業
の
め

ざ
す
べ
き
方
向
を
定
め
た
「
加
西

市
地
域
農
業
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
農
業
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
需
要
に
応

じ
た
米
づ
く
り
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
ま
た
、
集
落
営
農
組
織
や
認
定

農
業
者
を
中
心
と
し
た
担
い
手
を

育
成
し
、
農
用
地
の
有
効
利
用
に

よ
る
低
コ
ス
ト
・
高
生
産
性
農
業

経
営
の
実
現
に
努
め
、
活
力
あ
る

水
田
農
業
を
推
進
し
ま
す
。 

　
一
方
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
供
給
と
加
西
米
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
学
校
給
食
や
直
売
所
な

ど
の
新
た
な
消
費
・
流
通
拠
点
の

開
拓
を
進
め
、
地
産
地
消
に
よ
る

地
域
内
自
給
率
の
向
上
や
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
や
家
畜
排
せ
つ
物
の

管
理
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。 



情報弱者に配慮したホームページ対策　６００
　高齢者や視覚障害をもった情報弱
　者らに配慮する変更。 
  
地域環境総合計画策定事業　　２,９５９
　  
消費者相談の充実　　　　　　１,６４６
　専門員による相談日数を週１日か
　ら２日に増やして充実を図る。 
 
埋立最終処分場整備事業　　１００,０００
　処分場の延命化を図る。 

不法投棄処理及びパトロール強化　１,４１０
　不法投棄の処理及びパトロールを
　強化。 
  
街路事業　　　　　　　　　９９,３１９
　北条栗田線、三木山崎線の整備及
　び電線類の地中化を推進。また中
　野地区計画道路を整備。 
  
河川環境整備事業　　　　　　３,９６７
　河川の環境美化し、生活環境の保
　全を図る。 

 吉野団地（第Ⅱ期）の建設事業　６２,９１２
　 
まちづくり総合支援事業　　１２,５２２
　歴史ある街なみと調和した街灯、
　サイン等の整備を実施。 
 
花咲く街かどづくり事業　 　３,８４３
　情操教育に適する食虫植物（サラセ
　ニア）の管理、観察を行い、「花をつ
　くって元気になる事業」の推進を図
　る。 
  

　
林
業
で
は
、
森
林
の
持
つ
多
面

的
な
機
能
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
適
切
な

森
林
の
整
備
・
保
全
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
実
情
に
沿
っ
た
松
喰

い
虫
対
策
や
伐
倒
駆
除
の
ほ
か
、

荒
廃
の
進
む
里
山
林
の
整
備
や
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
栽
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

　
農
村
整
備 

 

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
農
村
振
興

総
合
整
備
事
業
を
在
田
地
区
で
継

続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
美

し
い
農
村
景
観
の
維
持
・
保
全
を

図
る
た
め
、
農
業
・
農
村
が
有
す

る
多
面
的
機
能
を
考
慮
し
た
溜
池
、

排
水
路
、
農
道
等
の
基
盤
整
備
を

促
進
し
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
万
願
寺
川
下
流
の

ゴ
ム
堰
改
修
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
、
生
態
系
の
保
全
に
配
慮
し
た

農
村
空
間
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。 

 

　
商
工
業
の
振
興 

 

　
依
然
と
し
て
市
内
の
商
工
業
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
市

内
産
業
の
高
度
化
・
高
付
加
価
値

化
を
促
進
す
る
た
め
、
新
事
業
創

出
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
市
内
企
業
の
新
分
野
進

出
や
産
業
団
地
の「
産
業
集
積
特
区
」

を
最
大
限
に
活
用
し
て
優
良
な
先

端
情
報
・
医
療
関
連
産
業
と
健
康

産
業
の
企
業
立
地
を
促
進
し
、
市

内
産
業
構
造
の
多
様
化
を
図
り
ま

す
。
特
に
、
中
小
企
業
等
の
経
営

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
中
小

企
業
事
業
資

金
の
低
利
融

資
並
び
に
保

証
料
や
利
子

の
助
成
な
ど
、

資
金
面
の
支

援
を
引
き
続

き
行
う
と
と

も
に
、
厳
し

い
雇
用
情
勢

の
な
か
関
係

機
関
と
連
携

を
密
に
し
、

就
業
機
会
の

拡
大
を
図
り
、

技
術
革
新
や

情
報
化
の
進

展
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
対
す

る
支
援
施
策
を
続
け
ま
す
。 

 
　
観
光
振
興 

 

　
本
市
の
個
性
あ
る
歴
史
・
文
化

的
資
源
や
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
観
光
施
設
を
活
用
し
、「
花
と
歴

史
と
愛
の
ま
ち
　
か
さ
い
」
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
用
等
に

よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

観
光
案
内
体
制
の
充
実
を
図
り
、

北
播
磨
地
域
の
観
光
施
設
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
観
光
事
業
の
広
域

化
を
推
進
し
ま
す
。 

                                 

           



農業センサス事業　　　　　　５,３６０
　5年毎に全国一斉に農林業の生産構
　造や生産の基礎となる諸条件等を
　総合的に調査。 
 
松くい虫防除事業　　　　　１０,６７０
　散布面積　219.3ha  伐倒量　　85㎤ 
  
古法華自然公園便所水洗化事業　７,０００   
　公園の環境整備の一環として便所
　の水洗化工事を行う。 
  

防衛施設周辺整備事業（排水路工事）
　　　　　                          ３６,１０１
　障害防止対策事業による桑原田町
　及び中野町内の排水路の工事を行
　う。 
  
農地対策　　　　　　　　　９２,３８３
　ため池等整備事業・県営事業・基
　盤整備促進事業・新農業水利シス
　テム保全事業・市単独土地改良事
　業・地域ぐるみため池保全活動推
　進事業  

国営かんがい排水関連事業   ５９６,９２２ 
　安定した農業用水の確保と施設の
　維持管理の軽減を図る。 
 
農村振興総合整備事業          ７１,２０８
　在田地区（農業用用排水路整備・農
　道整備・集落道整備） 
  
地籍調査事業　　　　　　　　９,２９８
　国土調査法に基づき、地籍の明確
　化を図り、土地の権利義務を保護
　する。・鶉野南町0.60K㎡ 

環
境
や
防
災
面
に
配
慮
し
、

環
境
や
防
災
面
に
配
慮
し
、 

　
　
　
　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
　
　
　
　
　
　
安
全
な
都
市
基
盤
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
安
全
な
都
市
基
盤
づ
く
り 

環
境
や
防
災
面
に
配
慮
し
、 

　
　
　
　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
　
　
　
　
　
　
安
全
な
都
市
基
盤
づ
く
り 

　
人
と
自
然
が
共
生
す
る
自
然
豊

か
な
美
し
い
環
境
の
保
全
と
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
防
災
体
制
を
確
立
し
、
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

　
環
境
保
全
対
策 

 

　
環
境
条
例
の
制
定
、
環
境
基
本

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
さ
ら
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
豊
か
な
環

境
を
保
全
し
、
環
境
と
の
調
和
を

保
ち
つ
つ
、
地
球
規
模
的
な
環
境

問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展

が
可
能
な「
エ
コ
シ
テ
イ
か
さ
い
」

の
実
現
に
努
め
ま
す
。 

　
昨
年
発
生
し
た
軽
油
密
造
に
伴

う
環
境
汚
染
等
公
害
事
例
が
二
度

と
発
生
し
な
い
よ
う
監
視
の
強
化
、

未
然
防
止
に
努
め
、
苦
情
に
対
し

て
は
迅
速
な
処
理
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。 

　
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
の
週
２
回
収
集
に
よ

り
ご
み
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ご
み
発
生
の
抑
制
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
分
別
の
可
能
性
、
リ
サ
イ

ク
ル
、
資
源
化
の
推
進
に
加
え
、

指
定
袋
制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
一
方
、
不
法
投
棄
や
野

焼
き
に
つ
い
て
も
、
指

導
・
処
理
を
強
化
し
、

美
し
い
ま
ち
、
美
し
い

自
然
の
保
全
に
努
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
、
火
葬
場
の
適

正
な
運
転
管
理
と
併
せ

て
、
本
年
度
よ
り
埋
立

最
終
処
分
場
の
延
命
化

工
事
に
着
手
し
ま
す
。 

 

生
活
環
境
の
改
善 

 

　
交
通
安
全
対
策
及
び

防
犯
対
策
と
し
て
は
、

加
西
市
生
活
安
全
推
進
連
絡
協
議

会
を
軸
に
、
各
関
係
団
体
と
力
を

合
わ
せ
て
、
昨
年
、
立
ち
上
げ
た

「
ね
ひ
め
安
全
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
最
大
限
活
用
し
て
、
市

民
生
活
の
安
全
に
努
め
ま
す
。 

　
特
に
、
消
費
者
保
護
問
題
に
関

し
て
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
、
巧

妙
化
、
高
額
化
し
、
相
談
件
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と

し
て
、
専
門
員
に
よ
る
相
談
日
を

本
年
度
よ
り
、
週
１
日
か
ら
２
日

に
増
や
し
、
さ
ら
に
充
実
を
図
り

ま
す
。 

 

　
防
　
　
災 

 

　
山
崎
断
層
帯
に
よ
る
地
震
な
ど
、

大
規
模
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
中
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
を
契

機
と
し
て
発
足
し
た
自
主
防
災
組

織
が
、
有
事
の
際
に
迅
速･

的
確

な
防
災
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
防
災
意
識
の
喚
起
及

び
住
民
に
よ
る
災
害
対
応
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
消
防
に
つ
い
て
は
都
市

化
の
進
展
、
高
齢
化
等
の
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
消

防
学
校
等
の
研
修
を
通
じ
、
消
防･

救
助
技
術
等
に
お
け
る
隊
員
の
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防

資
機
材･
消
火
栓
等
の
整
備
、
市

民
の
防
火
意
識
の
向
上
な
ど
ハ
ー



公共下水道事業　　　　　１,４４５,８９８
　汚水管布設工事（中野町、栄町、繁
　昌町、鶉野南町、玉丘町） 
  
加古川上流流域下水道事業　２９３,２４８
　加西幹線（L＝4,180m 14年度～16年
　管渠工事及び処理場整備 
  
農業集落排水事業（富田南）６０３,３２９
　 
合併処理浄化槽設置整備事業　２,０５５
　 

衛生センター整備事業　　　２０７,０１２
　施設の改修整備を実施。 
  
自主防災組織育成　　　　　　　８００
　各種研修､訓練を通じて積極的な取
　り組みを図る｡ 
　  
市民救命士の養成　　　　　　　２０７
　 
救急業務の高度化　　　　　　　４０４
　救命士の再研修を実施し、円滑な
　救急業務と更なる救命率の向上に

　努める｡ 
 
戸籍事務の電算システム導入　８０,０００
　市民に対する行政サ－ビスの向上
　を図る。 
  
住民票・印鑑証明自動交付機の更新
　　　　　　　　　　　　　　１,２９９
　機器を更新し、稼動時間延長等の
　充実を図る。 
 
 

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
予

防
消
防
の
徹
底
の
た
め
、
防
火
管

理
の
充
実
を
図
り
、
各
種
防
火
対

象
物
及
び
危
険
物
施
設
の
立
入
検

査
を
実
施
し
ま
す
。 

　
救
急
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す

増
大
す
る
救
急
需
要
に
応
え
る
た

め
、
救
急
救
命
士
の
業
務
拡
大
に

向
け
て
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
の
整
備
、
救
急
救
命
士
の

再
研
修
を
実
施
し
、
円
滑
な
救
急

業
務
と
更
な
る
救
命
率
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
一
家
に
一
人
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
救
命

士
の
養
成
に
努
め
、
救
急
隊
到
着

ま
で
の
空
白
時
間
の
解
消
に
取
り

組
み
ま
す
。 

                             

 

　
都
市
基
盤 

 

　
「
人
に
や
さ
し
い
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
再
開
発

ビ
ル
「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
と

そ
の
周
辺
商
業
ゾ
ー
ン
を
中
心
市

街
地
と
し
て
、
施
設
整
備
と
活
性

化
に
努
め
ま
す
。 

　
「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
及
び

商
店
利
用
者
の
交
通
の
便
を
図
る

と
と
も
に
、
都
市
機
能
を
高
め
る

た
め
、
街
路
北
条
栗
田
線
の
早
期

完
成
及
び
県
道
三
木
山
崎
線
の「
ア

ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
か
ら
西
へ
の

笠
屋
交
差
点
ま
で
の
工
事
完
成
、

東
へ
の（
通
称
）丸
山
工
区
の
県
道

路
事
業
と
し
て
の
早
期
工
事
着
手

を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
一
方
、
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
吉
野
団
地
の
１
期
工
事

が
完
成
し
、
引
き
続
き
２
期
工
事

の
整
備
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
３
期
の
整
備
に
向

け
て
調
査
設
計
に
取
り
組

み
、
住
宅
の
整
備
促
進
に

努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
民
主
体
に
よ

る
市
街
化
調
整
区
域
の
秩

序
あ
る
計
画
的
な
土
地
利

用
の
推
進
を
図
る
た
め
、

兵
庫
県
創
設
の
「
特
別
指

定
区
域
制
度
」
を
活
か
し

た
住
宅
建
築
に
お
け
る
緩

和
施
策
を
推
進
し
ま
す
。 

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
北
条
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
ほ
か
地
域
住
民
の

創
意
に
基
づ
く
、
地
域
の
特
性
や

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
て
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま

す
。 

　
さ
ら
に
、
ま
ち
の
美
化
活
動
と

し
て
都
市
公
園
の
維
持
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
市
民
の
手
に
よ
る

花
壇
づ
く
り
や
花
づ
く
り
の
推
進

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪

を
広
げ
、「
花
の
ま
ち
加
西
」
に
ふ

さ
わ
し
い
、
う
る
お
い
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
明
る
い
郷
土
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。 

  

　
交
通
基
盤
の
整
備 

 

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
、
老
朽
化
し
て
い
る
市

内
道
路
の
舗
装
補
修
、
ま
た
、
市

街
地
を
中
心
に
歩
道
の
補
修
及
び

段
差
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
道
、
県
道
の
整
備
に

対
す
る
要
望
活
動
と
と
も
に
、
主

要
幹
線
で
あ
る
市
道
繁
昌
谷
郷
線

を
は
じ
め
、
北
条
長
線
、
桑
原
田

中
野
線
の
早
期
完
成
に
向
け
て
引

き
続
き
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。 

　
懸
案
の
県
道
玉
野
倉
谷
線
を
本

市
の
骨
格
道
路
と
位
置
付
け
、（
仮

称
）加
西
中
央
幹
線
及
び
関
連
す

る
４
路
線
の
都
市
計
画
決
定
を
早

期
に
行
う
た
め
関
係
機
関
と
鋭
意

協
議
を
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
道
滝
野
市
川
線
の
整

度） 



 

道路新設改良事業　　　　　１９６,４４５
　繁昌谷郷線、北条長線の用地取得
　及び道路改良工事、1級河川千歳川
　にかかる市道橋工事の県委託、山
　下鎮岩線他5路線の道路改良舗装工
　事。 
防衛施設周辺整備事業（道路整備）１３０,５００
　桑原田中野線の用地買収及び物件
　移転補償。 
 
道路維持管理事業　　　　　６５,５０３
　市道の維持管理の充実を図る。 

安全安心のまちづくり事業　１０,０００
　歩道の段差解消等、人にやさしい
　街づくりを行い福祉環境の充実を
　図る。 
 
交通安全施設の整備　　　　　８,２８５
　道路区画線、防護柵、カーブミラ
　ー等の交通安全施設の整備を図り、
　交通事故の発生を防止し、交通安
　全を推進。 
 
法定外公共物（里道、水路）の譲与申

請事務　　　　　　　　　　　５,２１３
　里道、水路等の法定外公共物を国
　から譲与を受け、管理の適正化を
　図る。 
 
都市公園の維持管理　　　　１５,０６０
　丸山総合公園他都市公園、緑地の
　維持管理。 
  
配水管布設替と管網整備　　３０５,８７８
　石綿管及びVP管を鋳鉄管へ布設替
　えと管網整備を推進。 

備
に
つ
い
て
は
、
釜
坂
峠
の
ト
ン

ネ
ル
化
や
人
家
連
担
区
域
で
の
バ

イ
パ
ス
化
な
ど
全
面
改
良
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
特
に
歩
行
者
の

安
全
性
を
高
め
る
歩
道
の
拡
幅
に

つ
い
て
、
関
係
部
局
へ
強
く
要
望

し
ま
す
。 

　
あ
わ
せ
て
、
国
道
３
７
２
号
線
、

県
道
高
砂
北
条
線
等
の
道
路
狭
隘

個
所
の
改
良
、
歩
道
等
の
交
通
安

全
施
設
の
整
備
改
良
に
つ
い
て
も

要
請
し
ま
す
。 

 

　
公
共
交
通
政
策 

 

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
り
１３
年
度
に

着
工
し
た
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
電
化
・

高
速
化
事
業
に
つ
い
て
、
１６
年
末

の
完
成
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
事

業
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地

再
開
発
事
業
に
伴
い
竣
工
さ
れ
た

交
通
広
場
を
活
用
し
、
市
民
の
利

便
性
と
利
用
増
を
図
る
と
と
も
に
、

加
西
市
北
条
鉄
道
・
Ｊ
Ｒ
加
古
川

線
利
用
促
進
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
北
条
鉄
道
の
利
用
増
進

策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
運
行

中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用

状
況
を
踏
ま
え
、
沿
線
地
域
の
市

民
参
画
に
よ
る
検
討
委
員
会
に
お

い
て
協
議
し
な
が
ら
、
利
用
者
増

に
向
け
努
力
し
ま
す
。 

 

　
地
域
情
報
化 

 
　
昨
年
末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

や
視
覚
障
害
を
も
っ
た
情
報
弱
者

に
配
慮
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
庁
舎
に
設
置
し
て
い

る
住
民
票
・
印
鑑
証
明
自
動
交
付

機
の
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
で
、

交
付
機
の
稼
働
時
間
の
延
長
充
実

を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
全
国
ネ
ッ

ト
で
既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
電
子
政
府
・
電
子
自
治

体
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
籍
の
電
子
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
着
手
し
、
将
来
の
戸
籍
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
の
基
盤
整
備
を
図
り
ま
す
。 

 

　
上
水
道
事
業 
 

　
老
朽
管
更
新
事
業
、
管
網
整
備

事
業
等
を
下
水
道
事
業
に
併
せ
て

引
き
続
き
実
施
し
、
地
震
な
ど
自

然
災
害
に
耐
え
る
供
給
網
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
長
び
く

景
気
の
低
迷
に
よ
る
事
業
活
動
の

停
滞
や
地
球
的
規
模
で
の
環
境
問

題
の
深
刻
化
に
よ
る
市
民
の
節
水

意
識
の
向
上
と
節
水
型
機
器
の
普

及
等
に
伴
い
、
水
需
要
の
停
滞
な

ど
一
層
厳
し
さ
を
増
す
水
道
事
業

で
す
が
、
よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
削

減
を
図
り
水
道
事
業
財
政
の
基
盤

の
安
定
化
と
安
全
な
水
の
安
定
供

給
に
努
め
ま
す
。 

 

　
下
水
道
事
業 

 

　
水
洗
化
人
口
が
３
万
人
を
超
え
、

市
民
の
快
適
な
生
活
と
身
近
な
生

活
環
境
や
河
川
の
水
質
浄
化
等
自

然
環
境
の
向
上
に
寄
与
し
、
市
民

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
と
し
て
そ
の
機
能
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
よ
う
適
切
な
維
持
管

理
と
水
洗
化
の
促
進
に
努
め
、
危

機
的
状
況
に
あ
る
下
水
道
財
政
の

健
全
化
に
向
け
、
さ
ら
に
経
営
コ

ス
ト
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
最
後
と
な

る
富
田
南
地
区
の
本
格
的
な
工
事

着
手
と
引
き
続
き
九
会
地
区
の
下

水
道
整
備
を
進
め
、
市
内
全
域
の

下
水
道
整
備
を
平
成
２０
年
度
完
了

に
向
け
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。 

　
し
尿
収
集
処
理
業
務
で
は
、
１３

年
度
か
ら
計
画
的
に
進
め
て
き
ま

し
た
施
設
の
改
修
整
備
が
本
年
度

を
も
っ
て
完
了
し
ま
す
。
下
水
道

の
整
備
に
伴
い
減
少
す
る
し
尿
に

対
応
し
た
適
正
な
処
理
に
努
め
ま

す
。 
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